
茨木市文化芸術推進市民会議 令和5年度 第2回（12月6日（水）18:30～21:00） 開催報告

ファシリテーター：中脇氏（大阪芸術大学 芸術学部 准教授）、グラフィックレコーダー：吉田氏、12名の参加者とともに、「おにクル」を7階から1階までめ
ぐり、どのような機能があるかを確認しながら、自分だったら何ができるか、何をしたいかを意見交換した。グラフィックレコーディングで参加者12名
の自己紹介を記録。既におにクルを利用した方も参加していた。

7階屋上庭園と和室や会議室はガラス戸でつながり、一体的に利
用可能。ここでキャンプしたいという声も。

1階のエントランス空間では展示を実施。パネル利用や吊り下げ等の多様な展示方法を見学。

3階には「音響 映像制作室・録音室」があり、Youtube配信も
出来そうとのアイデアも。

5階・6階のおにクルぶっくぱーく（図書館）を回りながら、静かな
空間での文化芸術活動を模索。

プラネタリウ
ムはイベント
利用が可能な
ため、「お昼寝
会」「生演奏」
「誕生日会」
「結婚式」など
のアイデアも。
飲食OKの場
所もあるため、
自由な活動を
検討。
イベント実施
の際の集客や
告知をどうす
るかといった
意見も。

図書館では本を
使った絵本の読
み聞かせの他、
心地良いBGM
としての音楽な
どの提案も。
4階のホール前
ホワイエ空間は、
ミーティングの
他、子どもがゴ
ロゴロできる使
い方なども提案。

おにクルや市内
の文化芸術情報
を知らせるラジ
オ実況をしては
どうかという意
見あり。

クッキングラボ
では多世代が交
流して料理を作
る企画も検討。

7階から1階まで
繋げた「大人の
ナイトツアー」の
アイデアも。

企画する人だけ
でなく支える人
も必要との声も。

資料１



茨木市文化芸術推進市民会議 令和5年度 第3回（12月18日（月）18:30～21:00） 開催報告

ファシリテーター：中脇氏（大阪芸術大学 芸術学部 准教授）、グラフィックレコーダー：吉田氏、10名の参加者とともに、大阪府高石市の文化複合施設
「アプラたかいし」を運営する西山氏（高石都市開発（株）代表取締役）による事例紹介から学びを得て、おにクルをどう使っていくと良いのか、おにク
ル以外にも文化芸術を広めていくためにはどうすれば良いか意見交換した。

「アプラたかいし」は平成15年に誕生し、20年が経過している。現在は1階・2階に商業施設、3階に文化施設（大ホール・小ホール・ギャラリー等）と子育て支援
施設、4階に図書館と会議室があり、高石都市開発が一体的に管理運営している。

人口5万人のまちで1日5,000人を集客する施設とするため、市民が講師の「まち講座」の開催、図書館の本を商業施設に配架、使われていなかった3階空間
を子育て支援施設に変更するなどの取り組みを実施。

市民の声をよく聞き、「○○したいなあ」という声を聞いてすぐにアクション出来るように動いている。
まちの賑わいのためには文化芸術の力が必要であるとの考えから、「新しい“スキ”を見つけてもらう」ことをコンセプトに、複合施設のごちゃ混ぜをうまく利
用している。

Q１．実施していることの評価をどうしているか（利益以外の部分も含めて）。
A1.指標は、特に作っていない。施設にいる中で、市民から声を聞く。そこで評価
を感じている。

Q2.無料の場所と有料の場所、どちらで実施するのが良いか。
A2. 講座の先生がやりやすい場所を選べばいい。

【感想】
茨木市内でも彩都等、地域によって「おにクル」への関心に差がある。子育て終
わった層やシニアは、おにクルは関係ないと思っている人も多い。

文化活動している人たちにとっては、「おにクル」でなくても活動できる。ただ、
いろんな人と出会えそうとか、そういったイメージがおにクルにはある。

おにクルでイベントをやっていた時に、自習していた学生も面白そう参加したい
と声かけてくれた。つなげる、つながることができる場所がおにクルだ。

 「おにクル」でやる意義は、普段関わらない人や、文化に関心のない人と出会え
る、その人たちにとってのスキが見つかる場所かもしれない。「おにクルで縁を
つくる」。

おにクルを起点にして、そこから文化が広がるのが理想だ。出会いのプラット
フォームになると良い。いろんな団体がいるので、いろんな刺激を受けられる。

居住地以外の地域のコミセンには、行きにくい。まずは「おにクル」に情報コー
ナーを設けて、発信から取り組んではどうか。

おにクルならではの動きとして、市民活動している人たちも文化活動に巻き込
んでいくべきだ。
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